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研究成果の概要（和文）：(1)新タイプ抑うつやひきこもりの素因と考えられる対人過敏傾向(IS)・自己優先志
向(PS)について、入社後2年目のPS得点は入社1年目のIS得点から予測されることがわかった。 (2)ISやPSが高い
ながらも適応のよい社員への聞き取り調査の結果、適応のためには、企業の施策が整い、上司や先輩からの親身
なサポートが重要であることが示唆された。(3)ひきこもりを早期に発見するために、状態の評価期間を1ヶ月に
した質問票を開発し、信頼性と妥当性を確認した。(4)ひきこもり者と健常者を分けるバイオマーカーとして、
ビリルビン、アルギニン、 オルニチン、アシルカルニチンが有望であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：(1) Regarding Interpersonal Sensitivity (IS) and Privileged Self (PS), which
 are predisposing factors for the new type of depression ("Shin-gata Utsu") and hikikomori, we found
 that high PS in the first two years of employment is predicted by IS in the first year of 
employment. (2) The results of interviews with employees with high IS and PS but good adjustment 
suggested that in order to improve adjustment, company policies should be in place and friendly 
support from supervisors and senior employees is important. (3) In order to detect hikikomori at an 
early stage, we developed a questionnaire with a one-month evaluation period for the condition, and 
confirmed its reliability and validity. (4) Bilirubin, arginine, ornithine, and acylcarnitine were 
suggested as promising biomarkers for separating hikikomori and healthy subjects.

研究分野：心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
特に若者は他者からの評価を気にしやすい反面、個人主義的な価値観の浸透により、自己を優先させる傾向は以
前より高まっていると思われる。つまり、現代の若者は、ISやPSが高くなりがちで、周囲の対応によっては新タ
イプ抑うつやひきこもりとして外に現れるだろう。本研究により、ISやPSが高い人への適切な処遇がわかれば、
不適応予防に示唆を与えることができ、新タイプ抑うつやひきこもりの予防にもつながると期待される。また、
ひきこもりの早期発見のための質問票の開発やバイオマーカーの発見により、精神科臨床における早期治療に活
かすことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
｢新型うつ｣とも呼ばれる新しいタイプの抑うつ症候群(新タイプ抑うつ)やひきこもりが問題
となっている。新タイプの抑うつ者は、仕事に熱心でなく、勤務によって抑うつ状態になり休日
や休職期間中には抑うつ状態から回復するが、勤務時には再び抑うつ的となり、復職に困難を来
す。また抗うつ薬が効果を示しにくいなど、これまでのうつ病の治療法では治りにくいとされて
いる。また、新タイプ抑うつが進行し会社を退職した後、ひきこもりとなる事例も少なくない。
新タイプ抑うつとひきこもりに対し、研究分担者で精神医学者の加藤はいち早く実証的な研究
を始めたが（例：Kato et al., 2011）、心理学からの研究は遅れていた。 
 研究代表者（坂本）の研究室では「新型うつ」という言葉が人口に膾炙し始めた 2011 年頃よ
り新タイプ抑うつについて研究し、仮説モデルを発表し（坂本他, 2014）、多くの実証研究を行
って成果を得た（例：村中他, 2017；Sakamoto et al., 2016）。これらの成果をもとに、改めて
新タイプ抑うつの発症理論を構築し発表した（坂本・山川, 2020）。理論の核心のみ述べると、
対人過敏傾向（Interpersonal Sensitivity, IS；他者からの評価を過度に気にしたり、他者か
らの評価に過度に反応したりする傾向）及び、自己優先志向（Privileged Self, PS；自己の快
を他者や集団との関係よりも優先させて追求しようとする傾向）の両方が高いことが新タイプ
抑うつの素因（IS-PS 特性）であり、この素因をもつ者が職場で対人ストレスを経験し、ストレ
スに対処しようとするが失敗を繰り返し、新タイプ抑うつを発症する、という内容である。研究
代表者（坂本）の研究室では、素因である IS-PS 特性が対人ストレスイベントを媒介して抑うつ
を悪化させることを示す（村中他, 2019）など、発症理論を支持する多くの結果を得た（結果の
一部を速報として 2019 年度の日心大会自主企画シンポジウムで発表した）。 
 一方、研究分担者(加藤)は、新タイプ抑うつについて世界に先駆けて研究を始めたが（Kato et 
al., 2011）、新タイプ抑うつと似た特徴を持つひきこもりについても研究を進めてきた。そし
て、新タイプ抑うつが進行することでひきこもり状態になること、また、新タイプ抑うつ及びひ
きこもりのバイオマーカーを発見した（Hayakawa, Kato et al., 2018）。 
 このように、研究代表者らは、これまで未解明であった新タイプ抑うつ、さらにはひきこもり
の発症に関する研究を多数行い、知見を積み重ねてきた。新タイプ抑うつについての実証研究は
国内外とも数少なく、先端的な取組をしているが、本研究ではこれまでの研究の流れをさらに推
し進め、新タイプ抑うつ及びひきこもりの治療や予防への示唆を得るべく研究を行う。 
 
２．研究の目的 
 右図に示した
ように、本研究
には主に３つの
目的がある。一
つ目は、新タイ
プ抑うつの発症
に関する理論仮
説を検証するこ
とにより、発症
の予測を検討す
ることである。
すなわち、IS-PS
特性を素因と考
え、この素因と、
本人と周囲の人
間との相互作用のあり方に着目して研究を進める。二つ目は、ひきこもりの解明を目指すことで
ある。ひきこもり自体は、多様なサブタイプからなるため、ひきこもりのすべての様態を解明す
ることは難しい。本研究では、素因を特定した上で、ひきこもりのメカニズムを解明する。三つ
目は、新タイプ抑うつの素因、すなわち IS-PS 特性を持つ人が適応しやすい環境について検討す
ることである。職場不適応について従来は、不適応状態の本人に対して問題が投げかけられ、研
究の対象となった。しかし本研究では、本人を取り巻く周囲についても研究し、発症とどのよう
に関連するかを探るとともに、IS-PS 特性が強い者でも適応しやすい環境がどのようなものか探
索的に検討する。 
 最終的に、新タイプ抑うつならびにひきこもりの早期発見、治療や予防への示唆を得ることを
目指す。 
 
３．研究の方法 
 2020 年に始まった新型コロナウイルス感染症のため、当初の計画を大幅に見直し、以下の方
法で研究を行った。 



(1) 大学卒業直前から、就職２年目までの前向き研究（量的研究） 
 新タイプ抑うつは、産業領域（特に大企業）の若手社員において発症しやすいと言われている。
これは、大学から会社という環境の変化に対し、適応がうまくいかなかったためであると考えら
れる。そのため、大学卒業から就職というライフステージの変化に注目した前向き研究をインタ
ーネット経由で実施した（表 1）。 

 まず、大学在学時の IS-PS 特性等を測定するために、大学 4年生で内定を得ている者を対象に
3月に Time1 調査を実施した。入社後の変化を詳細に見るために、入社後 2-4 ヶ月は月 1回、調
査を行った。その後は、Time1 の 1年及び 2年後に調査を実施した。各回では、勤務状況の他に
適応指標（ストレス状況、勤務時間中と勤務時間外の不調など）について質問した。また、Time5
と 6の調査では、IS-PS を測定する尺度を Time2-4 の質問に追加して実施した。 
本研究の初年度（2020 年度）については全 6 回の調査が終了しており、回収数は Time1 から
順に、1178、601、523、369、247、98 であった。翌年度（2021 年度）から始めた調査について
は、Time5 までの調査がおわっており、回収数は Time1 から順に、1180、535、389、338、212 で
あった。 
(2) 大学卒業直前から、就職２年目までの前向き研究（質的研究） 
 本研究で新タイプ抑うつの素因として仮定している IS-PS 特性が新タイプ抑うつの発症につ
ながるためには、環境の要因も関与すると考えられる。人材不足が懸念される中、IS-PS 特性の
高い人を人材として活かすためにはどのような環境が望ましいかを調べる必要がある。そこで、
Time1 において IS-PS 特性が比較的高い人で、なおかつ、Time2-5 において職場適応がよい人を
対象にインターネットを介した 1時間程度のインタビューを行い、職場の様子を聴取した。聴取
した内容をテキスト化し、グランテッド・セオリー・アプローチ(GTA)法によって質的に分析し
た。 
(3) ひきこもりの早期発見に向けてのツール開発 
 ひきこもりの早期発見に向けて、より短期間でひきこもりの重症度評価を可能にする尺度が
求められる。そこで、研究代表者（坂本）は研究分担者（加藤）と協働して、Teo et al.(2018)
による過去 6ヶ月のひきこもりの重症度を測定する尺度（25-item Hikikomori questionnaire; 
HQ-25）に対して、評価期間を 1ヶ月にした版（HQ-25M）を作成し、信頼性・妥当性が確認でき
るかを調べた。2022 年 3 月、ひきこもりを含む 762 名の男性を対象とし、HQ-25M を含む質問票
にインターネットにて回答してもらった。  
(4) バイオマーカー 
研究分担者(加藤)は、九州大学病院気分障害ひきこもり外来において被験者をリクルートし、
精神医学的評価・心理学的評価に加えて採血による生物学的評価を実施した。ひきこもりに関し
ては、未服薬のひきこもり者 41 名と年齢・性別を合致させた健常者 42 名で血液メタボロー
ム解析を行い、ひきこもり者と健常者の識別、ひきこもり病態の重症度予測、及びひきこもり者
の層別化に関連する血液バイオマーカーを探索した。 
 
４．研究成果 
(1) 大学卒業直前から、就職２年目までの前向き研究（量的研究） 
 Time1-6 までのデータが揃ったのが
2023 年 3 月であり、データの本格的な分
析は今後の課題となる。本報告書では、
ISと PS が就職前から入社 1、2年目でど
のように変化したのかを、時系列分析法
のひとつであるランダム切片交差遅延
パネルモデル(RI-CLPM)を用いて報告し
た（鈴木・坂本,2023）。2020 年度からに
実施した調査の Time1、5、6 のデータを
用いた。分析対象 3時点のうち 2時点以
上の回答がある278名を分析対象者とし
た。各時点の IS 得点(ωs>.90)と PS 得
点(ωs>.81)を用いて，RI-CLPM による時
系列分析を行なった。分析結果を Figure 
1 に示した(χ 2(1)=0.15, p=.70; CFI 
=1.00, RMSEA=.00, SRMR=.006)。 

年度 Time1 Time2 Time3 Time4 Time5 インタビュー Time6
2021年3月 4月 5月 6月 7月 2022年3月 2022年4-5月 2023年3月
大学卒業 入社 2ヶ月後 3ヶ月後 4ヶ月後 1年後 入社1年後 2年後
2022年3月 4月 5月 6月 7月 2023年3月 2024年3月
大学卒業 入社 2ヶ月後 3ヶ月後 4ヶ月後 1年後 2年後

2020
年度
2021
年度

表１ 縦断調査の調査時期についての説明

図 2 ISと PSによる RI-CLPM(*** p<.001, ** p<.01) 



IS は自己回帰係数が有意であったことから，1 年前の IS が 1 年後の IS を説明することが示
唆された。また，T1(大学卒業前)から T5(社会人 1 年目末)では非有意だったものの，T5 から
T6(社会人 2年目末)にかけて IS から PSのパスが有意であり，1年前の ISが 1 年後の PSを説明
することが示唆された。 
新入社員は、慣れない環境の中で、IS が高まりやすい状況、すなわち他者からの評価を過度
に気にしやすい状況に置かれているかもしれない。T5の IS が T6 の PS に影響するという結果か
ら、新入社員に対して IS の低減を図ることで PSの上昇を抑え、それがひいては新タイプ抑うつ
の発生の抑止につながる可能性が示唆された。 
(2) 大学卒業直前から、就職２年目までの前向き研究（質的研究） 
 IS-PS 特性が高く、Time5 にて比較的適応が高い者を対象にインタビューを行った。インタビ
ューでは、現在の業務、職場の新人教育、職場でのストレス、仕事で満足していること・不満な
こと、学生時代、就職活動、自身の性格などについて聞き取った。そのうち現状では 3名分につ
いて GTA 法によって分析を終了し、その速報を 2022 年の日本心理学会の公募シンポジウムにて
協力研究員・村中が発表した。IS-PS 特性が高い新入社員の適応に対しては、企業の施策(例：
キャリア支援、新人教育体制)が整っており、上司や先輩から親身なサポートが得られることが
重要であった。このような環境は、自己の役割変化（大学生から会社員への変化）を受け入れる
準備を促し(例えば、ストレス・コーピングの獲得)、「○社の一員としての自己」役割を芽生え
させ、結果的に自己成長への意識づけにつながっていくという仮説モデルが浮かび上がった。 
(3) ひきこもりの早期発見に向けてのツール開発 
 参加者を回答に基づいて、ひきこもり的状況が一切ない「非ひきこもり群(n = 162)」、ひきこ
もり的な期間が 6ヶ月未満の「ひきこもり予備群(n = 48)」、ひきこもり的な期間が 6ヶ月以上
の「ひきこもり群(n = 552)」に分けた。その結果、HQ-25M の合計点と社会的ひきこもりの期間
との間に有意な相関が見られた。また、HQ-25M の合計得点と 3 つの下位尺度の得点の群間差を
検討するために、参加者間の 1要因分散分析を実施した結果、「ひきこもり群」は、「非ひきこも
り群」及び「ひきこもり予備群」と比較して、すべての得点で有意に高かった。下位尺度では「孤
立」の因子において、「ひきこもり予備群」の方が「非ひきこもり群」と比べて有意な高い値で
あった。なお、本研究結果は Kato et al. (2022)として公表した。 
(4) バイオマーカー 
 ビリルビン、アルギニン、 オルニチン、アシルカルニチンがひきこもり者と健常者との間で
有意に違いを認めており（図 3）、
男性ひきこもり者では血清アルギ
ナーゼが高値であった。また、血液
成分と一般臨床検査値を加えた情
報に基づいた機械学習判別モデル
(ランダムフォレストモデル)を作
成したところ、ひきこもり者と健常
者を高い精度で識別することがで
きた。さらに、部分最小二乗法
(PLS)-回帰モデルによって、HQ-25
の合計点を高い精度で予測するこ
とができ、これらにはアシルカルニ
チンやアルギニンなどのアミノ酸
が寄与していた。ひきこもり者の臨
床像に基づく層別化(クラスター分
類)には尿酸やコレステロールエス
テルが寄与していた。これらのひき
こもり者を特徴づけるいくつかの
バイオマーカーについては、今後、
栄養療法などの予防法・支援法の開
発が進むことが期待される。また、
ひきこもり者とうつ病患者など他
の精神疾患との相違点の解明など、
生物学的な理解が進むきっかけに
なることも考えられる。 
                  図 3 健常者と引きこもり者のバイオマーカーの比較 
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